
第13回日韓青少年冬季スポーツ交流事業報告
　この冬季スポーツ交流事業は、ワールドカップ・サッカー大会の日韓共同開

催の成功を受け、2003年から実施しています。

　本年度の受入事業は、雪上競技を長野県、氷上競技を岩手県で開催し、それぞ

れの開催地で日本選手団と韓国選手団の交流試合や記録会を実施しました。

　韓国への派遣事業は、韓国・ソウル特別市及び江原道

において実施され、期間中は、氷上競技はソウル市内を

中心とした会場、雪上競技は 3 年後に冬季オリンピック

を控える江原道内の会場において、韓国選手との合同練

習や公式試合を通じ交流を深めました。

●　期　日　平氏27年1月11日（日）～1月17日（土）

●　開催地　韓国・ソウル特別市

●　参加者（氷上競技）
　　韓国選手団：� 本部役員� 5名
� 選手・指導者� 85名
　　日本選手団：� 本部役員� 5名
　　選手・指導者：� スピードスケート� 34名
� ショートトラック� 23名
　　　　　� アイスホッケー� 23名
� カーリング� 13名
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●　期　日　平氏27年2月9日（月）～2月15日（日）

●　開催地　岩手県・盛岡市、花巻市、二戸市

●　参加者（氷上競技）
　　韓国選手団：� 本部役員� 5名
� 選手・指導者� 72名
　　日本選手団：� 本部役員� 5名
　　選手・指導者：� スピードスケート� 32名
� ショートトラック� 22名
　　　　� アイスホッケー� 22名
� カーリング� 13名
　　　　� 通訳� 13名
� 競技運営員� 75名
� 医師� 3名
� 看護師� 3名

　日本での受入事業は、雪上競技を長野県、氷上競技を

岩手県において実施し全日程を終了しました。

　氷上競技を開催した本県では、親善試合や記録会のほ

か、日本・韓国混合チームで合同練習を行い、各競技会

場で日韓の友好を深めました。

　また、韓国選手団は、平泉を訪問するなど、日本の歴史

や文化に触れることで日本への理解を深めました。
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